
いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 15世紀後半、ポルトガルの支援を受けたバスコ・ダ・ガマが、リスボンを出発してアフリカ大陸南端の喜望峰を経由し、到達に成功した地域は
どこですか。 （2020年 新潟県公立入試 類似）

1. インド 2. 北アメリカ 3. カリブ諸島 4. 中国

問2 ルターが始めた宗教改革において、彼はキリスト教徒が信仰の根拠として最も重視すべきものは何であると主張しましたか。 （2018年 福島県公立入試

類似）

1. 聖書 2. 教会が定めた儀式 3. ローマ教皇の命令 4. 免罪符（贖宥状）

問3 戦国大名が「分国法」を制定した主な背景や目的として、最も適切な説明を選びなさい。 （2023年 福井県公立入試 類似）

1. 江戸幕府が大名たちの婚姻や城の
修理を制限し、全国の諸大名を統制
しようと考えたから

2. 明治政府が近代的な国家を建設す
るために、西洋の法制度を取り入れ
て国民の権利を定めようとしたから

3. 応仁の乱を経て室町幕府の支配力
が弱まったため、大名が実力で自国
の武士や民衆を統制する必要があっ
たから

4. 鎌倉幕府が御家人たちの領地争い
を裁判によって公正に解決し、武士
の支持を集めようとしたから

問4 戦国時代を象徴する「下剋上」という言葉の意味や背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2018年 熊本県公立入試 類似）

1. 身分の低い者が実力によって上の
立場の者を倒し、勢力を拡大させて
いったこと。

2. 農民が団結して自治組織を作り、
守護による年貢の取り立てを拒否し
たこと。

3. 朝廷が有力な武士に官位を与え、
伝統的な身分秩序を維持しようとし
たこと。

4. 幕府が守護の権限を強め、地方の
国人や農民を厳しく統制しようとし
たこと。

問5 戦国時代の堺において、自治的な運営を支えた商人の経済力や、当時の文化的な背景を説明した文として最も適切なものはどれですか。 （2023年

滋賀県公立入試 類似）

1. キリスト教の布教を認める代わり
に、南蛮貿易を独占してヨーロッパ
の文化のみを追求した。

2. 会合衆と呼ばれる商人たちが町を
治め、鉄砲の製造技術を取り入れる
ことで軍事的・経済的地位を高めた
。

3. 朝廷からの特権を得た公家たちが
、伝統的な和歌や蹴鞠の文化を町衆
に広めた。

4. 勘合貿易の独占によって得た利益
を背景に、幕府の役人が直接町を支
配した。

問6 16世紀半ば、種子島にポルトガル人を乗せた船が漂着し、日本に新しい兵器が伝えられた出来事について、その後の歴史に与えた影響として最
も適切な説明はどれですか。 （2020年 京都府公立入試 類似）

1. この兵器の伝来により、騎馬武者
が名乗りを上げて一対一で戦う伝統
的な戦術がより一層重視されるよう
になった。

2. この兵器は朱印船貿易が最も盛ん
だった江戸時代初期に初めて日本に
もたらされ、幕府の軍事力を支えた
。

3. 1543年に伝えられたこの兵器は
、集団戦法への転換を促し、防御力
の高い城郭の構造などにも大きな影
響を与えた。

4. この兵器は元軍が日本に襲来した
際に初めて伝えられたもので、鎌倉
幕府が滅亡する直接の原因となった
。

問7 戦国大名が領国内の武士や民衆を統制するために定めた「分国法（分国章程）」に関連する記述として最も適切なものはどれですか。なお、法
の中には家臣同士の私的な争いを禁じる「喧嘩両成敗」などの規定が含まれているものとします。 （2018年 秋田県公立入試 類似）

1. 全国の戦国大名が共通のルールを
持つことで、大名間の和平を促進す
るために制定された。

2. 農民が団結して一揆を起こすこと
を推奨し、幕府の権威を完全に否定
するために制定された。

3. 家臣たちが実力で主君をしのぐ下
剋上の動きを抑え、領内の秩序を維
持するために制定された。

4. 朝廷から与えられた公家法をその
まま適用し、京都の文化を地方に広
めるために制定された。

問8 戦国大名が定めた法律の内容に多く見られる、「家臣同士が私的な争いを起こした場合、その理由の正当性を問わず、双方とも処罰する」とい
う原則を何と呼びますか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 連座（縁座） 2. 喧嘩両成敗 3. 奉公と恩賞 4. 目目安箱

問9 1549年に現在の鹿児島県にあたる地域へ来航し、日本に初めてキリスト教を伝えた宣教師の名前と、彼が所属していたカトリック教会の組織の
組み合わせとして正しいものはどれか。 （2020年 沖縄県公立入試 類似）

1. ペリー（アメリカ海軍） 2. 鑑真（唐招提寺） 3. フランシスコ・ザビエル（イエズ
ス会）

4. マルコ・ポーロ（東インド会社）

問10 室町時代後半から戦国時代にかけて見られた、身分や立場が下の者が、実力によって上の者に打ち勝ち、その地位を奪う社会的な風潮を何とい
いますか。 （2016年 静岡県公立入試 類似）

1. 尊王攘夷 2. 御成敗式目 3. 下剋上 4. 一向一揆

問11 戦国大名の武田信玄が制定した「甲州法度之次第」のように、当時の有力な大名たちが独自の法律を定めた主な目的として、最も適切なものは
どれですか。 （2024年 千葉県公立入試 類似）

1. 室町幕府の命令を全国の農民に守
らせ、将軍の権威を強めるため

2. キリスト教の布教を制限し、外国
との貿易を大名が独占するため

3. 朝廷から与えられた官位の順序に
従って、家臣の序列を整理するため

4. 家臣同士の争いを抑え、民衆を含
めた領民全体を統制して領国を安定
させるため

問12 将軍のあとつぎ問題などを原因として1467年に発生し、約11年間にわたって続いた戦乱は、幕府の力を決定的に弱め、社会全体に「下剋上」の
風潮を広める大きな契機となりました。この戦乱の名称を選びなさい。 （2020年 千葉県公立入試 類似）

1. 承久の乱 2. 観応の擾乱 3. 応仁の乱 4. 島原の乱

問13 応仁の乱ののち、実力で領地を広げた戦国大名が、自らの領国内を統治し、家臣や民衆を支配するために独自に制定した法律を何といいますか
。 （2023年 静岡県公立入試 類似）

1. 分国法 2. 御成敗式目 3. 武家諸法度 4. 建武式目


